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我
が
群
島
國
の
先
住
種
族
中
、
石
器
を
使
用
し
て
、
其
遺
蹟
を
後
世
に
遺
せ
る
も
の
は
何
な
り
や
と
の
疑
問
に

對
し
て
解
决
を
與
ふ
る
諸
説
の
中
、
最
も
多
數
な
る
は
、
之
を
蝦
夷
な
り
と
す
る
も
の
と
、
之
を
蝦
夷
と
は
別

種
な
る
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
な
り
と
す
る
も
の
と
の
兩
説
な
り
。
其
他
肅
愼
人
説
、
土
蜘
蛛
説
な
ど
あ
れ
ど
も
、
比

較
的
、
賛
成
者
少
し
。
而
し
て
蝦
夷
説
を
唱
ふ
る
學
者
中
最
も
有
力
な
る
は
、
言
ふ
迄
も
な
く
小
金
井
博
士
に

し
て
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
説
を
採
ら
る
ゝ
最
有
力
者
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
坪
井
博
士
な
り
。
兩
博
士
の
研
究
は

頗
る
精
緻
の
域
に
達
す
。
余
輩
は
、
今
こ
ゝ
に
蝦
夷
と
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
異
同
を
論
じ
て
、
敢
て
兩
博
士
の
學

説
に
容
啄
し
、
之
が
批
判
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
余
輩
は
も
と
、
考
古
學
上
の
知
識
に
乏
し
く
、

更
に
解
剖
學
上
の
知
識
に
就
き
て
は
殆
ど
絶
無
な
り
。
故
に
、
此
等
の
點
に
關
し
て
は
、
諸
先
輩
の
學
説
を
敬

重
し
て
、
之
を
信
ず
る
の
外
な
し
。
然
れ
ど
も
、
余
輩
は
、
ま
た
、
別
に
記
録
上
聊
信
ず
る
所
あ
り
。
即
ち
此

見
地
よ
り
立
論
し
て
、
諸
先
輩
の
已
に
研
究
せ
ら
れ
た
る
諸
説
に
對
照
し
、
以
て
、
兩
者
の
異
同
に
關
す
る
管

見
を
開
陳
せ
ん
と
す
。

管
見
を
述
ぶ
る
に
先
つ
て
、
余
輩
は
、
先
づ
、
二
者
の
異
同
に
關
し
て
已
に
發
表
せ
ら
れ
た
る
諸
説
を
觀
察
す

る
の
要
あ
る
を
認
む
。

小
金
井
博
士
曰
く
、

　
ア
イ
ノ
の
開
化
の
度
合
を
考
へ
て
見
る
と
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
又
は
ト
ン
チ
な
る
も
の
は
、
即
ち
ア
イ
ノ
自
身

　
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
即
ち
ア
イ
ノ
は
獸
獵
魚
漁
を
以
て
業
と
し
て
居
る
所
の
人
民
で
あ
り
ま
し
て
、
金
屬
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を
鍜
へ
る
事
の
技
術
は
、
總
て
の
點
か
ら
考
へ
て
見
て
、
曾
て
知
つ
て
居
つ
た
事
が
な
い
と
思
ふ
。
即
ち
ア

　
イ
ノ
が
石
の
鏃
を
付
け
た
矢
を
持
つ
て
獸
を
射
た
り
或
は
石
の
鋒
の
銛
を
持
つ
て
魚
を
捕
つ
た
り
し
た
時
代

　
か
ら
し
て
遠
く
は
進
歩
し
て
居
ら
な
い
。
唯
僅
に
他
の
人
種
か
ら
金
屬
の
器
物
を
得
た
と
云
ふ
さ
う
い
ふ
低

　
い
程
度
に
居
る
人
民
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
考
へ
て
見
る
と
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
又
は
ト
ン
チ
と
云
ふ
も
の
は
ア

　
イ
ノ
自
身
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
東
洋
學
藝
雜
誌
二
六
〇
號

此
説
は
、
蝦
夷
即
石
器
時
代
人
民
と
い
ふ
立
塲
よ
り
立
て
ら
れ
た
る
説
に
し
て
、
蝦
夷
以
外
に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル

な
る
種
族
な
し
と
の
義
な
り
。
坪
井
博
士
は
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
非
ア
イ
ヌ
説
を
持
せ
ら
る
ゝ
も
の
に
し
て
、
其

説
は
數
多
の
論
文
と
し
て
現
は
れ
、
讀
者
の
齊
し
く
知
悉
せ
ら
ゝ
所
と
信
ず
る
が
故
に
、
こ
ゝ
に
之
を
引
用
す

る
を
略
す
。
但
東
洋
學
藝
雜
誌
二
五
九
號
所
載
の
、
小
金
井
博
士
の
石
器
時
代
の
住
民
論
の
前
半
は
坪
井
博
士

の
説
を
數
多
の
斷
片
よ
り
綜
合
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
之
に
對
し
て
、
坪
井
博
士
は
「
第
二
五
九
號
一
五

一
か
ら
一
六
三
ま
で
は
、
主
と
し
て
私
の
説
の
摘
要
で
、
彼
方
此
方
書
き
散
ら
し
た
も
の
を
、
好
く
も
探
り
求

め
て
順
序
を
立
て
ゝ
下
さ
つ
た
と
、
深
く
感
謝
致
し
ま
す
」
と
言
は
れ
た
る
を
見
れ
ば
、
よ
く
、
博
士
の
説
の

要
を
つ
く
さ
れ
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
余
輩
は
、
之
を
以
て
、
博
士
の
所
説
を
代
表
せ
る
も
の
と
信
ぜ
ん
と
す
。

中
田
法
學
士
は
亦
、
最
近
に
、
そ
の
「
我
太
古
史
に
見
え
た
る
ア
イ
ヌ
語
の
神
名
」
史
學
雜
誌
十
七
の
九
に
於

て
、
ア
イ
ヌ
説
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
説
を
共
に
極
端
に
走
れ
る
誤
謬
な
り
と
し
、
別
に
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
ア
イ
ヌ

族
の
一
派
な
り
と
の
説
を
立
て
ら
れ
た
り
。
余
輩
は
あ
る
意
味
に
於
て
此
説
と
類
似
の
意
見
を
有
す
。
然
れ
ど

も
、
中
田
氏
は
、
更
に
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
即
ち
土
蜘
蛛
な
り
と
の
説
を
採
ら
れ
、
而
し
て
、
彼
等
は
穴
居
派
に
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し
て
、
ア
イ
ヌ
は
屋
居
派
な
り
と
解
し
、
二
者
同
じ
根
原
な
が
ら
も
、
其
間
に
明
に
區
別
あ
り
と
せ
ら
る
ゝ
な

り
。
但
其
穴
居
派
た
る
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
即
ち
土
蜘
蛛
が
九
州
ま
で
も
蔓
延
せ
し
時
代
に
於
て
、
屋
居
派
た
る
ア

イ
ヌ
は
如
何
な
る
状
態
に
あ
り
し
も
の
な
り
や
の
點
に
關
す
る
見
解
詳
な
ら
ず
。
若
し
、
同
氏
の
説
に
し
て
、

初
は
皆
穴
居
せ
し
も
の
な
り
し
が
、
其
一
部
後
に
進
歩
し
て
、
屋
居
の
俗
に
改
ま
り
た
り
と
い
ふ
な
ら
ん
に
は
、

二
者
の
關
孫
に
於
て
は
、
全
く
小
金
井
博
士
の
所
説
と
同
一
に
歸
着
す
る
も
の
に
し
て
、
更
に
、
之
に
附
加
す

る
に
、
蝦
夷
即
ち
土
蜘
蛛
な
り
と
の
説
を
以
て
し
た
る
も
の
と
な
る
な
り
。

中
田
氏
に
先
ち
て
、
中
田
氏
と
同
一
の
意
見
を
發
表
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
沼
田
頼
輔
氏
と
な
す
。
氏
曰
く
、

　
坪
井
氏
の
主
張
せ
ら
れ
し
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
説
も
、
小
金
井
氏
の
主
張
せ
ら
る
ゝ
蝦
夷
人
説
も
、
今
日
の
研
究

　
に
よ
れ
ば
、
共
に
相
一
致
す
る
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
本
邦
に
石
器
時
代
の
遺
物
遺
蹟
を
留
め
た
る

　
も
の
は
、
蝦
夷
人
の
一
派
な
る
ク
リ
ー
ル
ア
イ
ヌ
の
祖
先
に
し
て
、
ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
傳
は
り
た
る
コ
ロ
ボ

　
ツ
ク
ル
の
傳
説
は
、
こ
の
ク
リ
ー
ル
ア
イ
ヌ
に
關
す
る
も
の
ゝ
如
し
。
日
本
人
種
新
論
二
六
頁

中
田
氏
は
、
單
に
右
の
沼
田
氏
の
説
に
加
ふ
る
に
、
土
蜘
蛛
即
ち
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
な
る
説
を
以
て
せ
ら
れ
た
る

に
過
ぎ
ず
。

土
蜘
蛛
の
事
は
暫
く
措
き
、
蝦
夷
と
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
と
の
關
係
に
就
て
は
、
余
輩
は
大
体
に
於
て
沼
田
氏
と
同

一
の
意
見
を
有
す
。
而
し
て
、
余
輩
は
、
此
異
同
に
關
し
て
、
「
伊
吉
連
博
徳
書
」
に
見
え
た
る
熟

蝦

夷

、
麁

蝦

夷

、
都

加

留

の

三

種

の

區

別

、
及
び
、
諏
訪
縁
起
繪
詞
に
見
え
た
る
、
渡

り

黨

、
唐

子

、
日

の

本

等
の
區
別

を
以
て
立
論
せ
ん
と
す
る
な
り
。
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伊
吉
連
博
徳
書
に
曰
く
、

　
天
子
○
唐
の
天
子
高
宗
皇
帝
也
問
う
て
曰
く
、
此
等
の
蝦
夷
の
國
は
何
方
に
あ
り
や
。
使
人
謹
み
て
答
ふ
。

　
國
は
東
北
に
在
り
。
天
子
問
う
て
曰
く
、
蝦
夷
は
幾
種
ぞ
。
使
人
謹
み
て
答
ふ
。
類
に
三
種
あ
り
、
遠
き
を

　
ば
都
加
留
と
名
け
、
次
は
麁
蝦
夷
、
近
き
を
ば
熟
蝦
夷
と
名
く
。
今
此
熟
蝦
夷
、
毎
歳
本
國
の
朝
に
入
貢
す
。

　
天
子
問
う
て
曰
く
、
其
國
に
五
穀
あ
り
や
。
使
人
謹
み
て
答
ふ
、
な
し
、
肉
を
食
ひ
て
存
活
す
。
天
子
問
う

　
て
曰
く
、
國
に
屋
舍
あ
り
や
。
使
人
謹
み
て
答
ふ
。
な
し
、
深
山
の
中
、
樹
の
木
に
住
む
。
天
子
重
ね
て
曰

　
く
、
朕
、
蝦
夷
の
身
面
の
異
な
る
を
見
る
に
、
極
め
て
喜
恠
な
り
。
云
云
。

余
輩
は
、
右
の
記
事
の
内
容
に
就
い
て
調
査
す
る
前
に
、
先
づ
、
博
徳
の
こ
の
記
事
の
價
値
を
攻
究
す
る
の
要

あ
る
を
認
む
。
博
徳
は
齊
明
天
皇
朝
の
人
、
そ
の
五
年
七
月
、
坂
合
部
石
布
、
津
守
吉
祥
等
に
從
ひ
て
入
唐
す
。

此
年
阿
倍
比
羅
夫
舟
師
を
率
ゐ
て
蝦
夷
を
討
ち
、
捕
虜
を
得
て
歸
る
。
石
布
等
入
唐
に
際
し
、
乃
ち
、
蝦
夷
男

女
二
人
を
伴
ひ
て
唐
の
天
子
に
示
す
。
博
徳
は
恐
く
は
書
記
と
し
て
、
又
、
通
譯
と
し
て
其
行
に
從
ひ
し
人
。

而
し
て
、
其
見
聞
せ
る
所
を
録
せ
る
も
の
即
ち
所
謂
「
伊
吉
連
博
徳
書
」
な
り
。
さ
れ
ば
、
其
記
す
る
所
實
録

に
し
て
、
决
し
て
推
測
よ
り
記
し
、
又
は
後
よ
り
追
記
せ
る
の
類
に
あ
ら
ず
。
殊
に
、
其
蝦
夷
に
關
す
る
記
事

の
如
き
、
此
時
我
將
新
に
蝦
夷
を
討
ち
て
最
新
の
知
識
を
齎
ら
し
、
且
、
親
し
く
蝦
夷
二
人
を
一
行
に
伴
ひ
た

る
際
の
も
の
な
れ
ば
、
其
記
す
る
所
は
、
當
時
の
實
情
を
直
寫
せ
る
も
の
と
し
て
十
分
信
ず
べ
き
價
値
を
有
す

る
も
の
な
り
。
唐
書
東
夷
列
傳
に
は
、
此
時
の
事
を
記
し
て
、

　
蝦
夷
使
者
鬚
の
長
さ
四
尺
ば
か
り
、
箭
を
首
に
珥



み
、
人
を
し
て
瓠
を
載
せ
て
數
十
歩
に
立
た
し
め
、
射
て
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中
ら
ざ
る
な
し
。

と
あ
り
。
唐
天
子
の
前
に
、
こ
の
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
テ
ル
丸
出
し
の
射
藝
を
演
ず
。
已
に
容
貌
奇
に
し
て
、
而
も

こ
の
曲
藝
を
演
出
す
。
唐
天
子
が
我
使
者
に
向
つ
て
、
博
徳
書
に
見
ゆ
る
が
如
き
下
問
あ
り
し
は
、
ま
さ
に
然

る
べ
き
所
な
り
。
さ
れ
ば
、
余
輩
は
、
「
博
徳
書
」
の
蝦
夷
に
關
す
る
記
事
に
於
て
、
甚
大
の
價
値
を
認
む
る

な
り
。

こ
の
價
値
あ
る
博
徳
書
に
、
當
時
蝦
夷
に
三
種
あ
り
し
事
を
説
く
。
曰
く
熟
蝦
夷
、
曰
く
麁
蝦
夷
、
曰
く
都
加

留
と
。
熟
蝦
夷
と
麁
蝦
夷
と
は
、
女
眞
に
於
け
る
熟
女
眞
と
生
女
眞
、
臺
灣
に
於
け
る
熟
蕃
と
生
蕃
に
相
當
す
。

而
し
て
、
麁
蝦
夷
の
北
に
更
に
都
加
留
な
る
も
の
あ
り
し
事
を
明
言
せ
る
な
り
。
熟
蝦
夷
は
毎
年
本
國
の
朝
に

入
貢
す
。
即
ち
内
附
の
蝦
夷
な
り
。
内
附
の
蝦
夷
に
對
す
る
麁
蝦
夷
は
、
未
だ
王
化
に
服
せ
ざ
る
蝦
夷
た
る
や

明
な
り
と
す
。
而
し
て
其
北
に
更
に
都
加
留
あ
り
き
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に
、
如
何
な
る
も
の
を
以
て
之
に
擬
す

べ
き
か
。
余
輩
は
、
こ
の
疑
問
に
對
し
て
、
先
づ
、
「
石

器

使

用

の

程

度

に

あ

る

蝦

夷

こ

れ

な

る

べ

し

」
と
の

假

定

説

を
提
出
せ
ん
と
す
。
此
假
定
説
は
、
甞
て
沼
田
頼
輔
氏
が
其
「
日
本
人
種
新
論
」
を
著
述
せ
ら
れ
し
際
、

余
と
蝦
夷
に
關
す
る
談
話
を
交
換
し
て
、
偶
此
説
に
及
び
、
余
も
同
意
の
旨
を
述
べ
し
事
あ
り
し
と
記
憶
す
。

然
る
に
、
其
後
同
書
の
公
に
せ
ら
る
ゝ
に
及
ん
で
、
一
言
の
之
に
及
ぶ
も
の
な
し
。
蓋
し
、
同
氏
は
、
尚
之
を

以
て
不
安
心
な
り
と
し
、
愼
重
の
態
度
を
採
り
て
、
之
を
著
書
中
に
加
へ
ら
れ
ざ
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

　　
因
に
云
ふ
。
同
書
中
余
が
説
な
り
と
て
、
「
俘
囚
の
朝
廷
よ
り
受
く
る
所
の
姓
の
殆
吉
彌
侯
部
に
限
れ
る
が
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如
き
」
云
云
の
記
事
を
掲
載
し
、
「
實
に
適
當
な
る
説
の
如
し
」
と
賞
賛
の
辭
を
附
け
加
へ
ら
れ
た
れ
ど
、

　
余
が
説
は
「
朝
廷
よ
り
吉
彌
侯
部
の
姓
を
賜
は
る
も
の
は
、
必
ず
俘
囚
に
限
る
」
と
の
意
に
て
、
本
書
は
彼

　
是
を
顛
倒
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
不
適
當
な
る
説
と
し
て
、
こ
ゝ
に
訂
正
し
置
く
。

　こ
の
假
定
説
を
證
明
せ
ん
が
爲
に
、
先
づ
、
麁
蝦
夷
熟
蝦
夷
の
語
義
を
考
ふ
る
に
、
麁
蝦
夷
と
は
、
未
だ
熟
化

せ
ざ
る
の
蝦
夷
の
義
に
し
て
、
之
に
對
し
て
、
熟
蝦
夷
と
は
已
に
熟
化
せ
る
蝦
夷
の
義
な
り
。
而
し
て
、
熟
化

せ
ざ
る
麁
蝦
夷
の
北
に
、
更
に
一
種
の
蝦
夷
あ
り
と
せ
ん
に
は
、
そ
は
、
必
ず
、
一
層
熟
化
せ
ざ
る
も
の
な
り

き
と
想
像
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
、
熟
化
す
と
云
ひ
、
熟
化
せ
ず
と
云
ふ
は
比
較
的
の
語
に
し
て
、
所

謂
熟
化
せ
ず
と
云
ふ
中
に
も
、
自
ら
程
度
あ
り
。
さ
れ
ば
、
此
熟
化
せ
ざ
る
も
の
を
、
程
度
に
よ
り
て
二
樣
に

分
た
ん
に
は
、
一
は
、
現
今
の
臺
灣
の
生
蕃
の
如
く
、
未
だ
王
化
に
服
せ
ざ
る
な
が
ら
も
、
已
に
他
種
族
と
交

通
し
て
、
或
る
種
類
の
物
品
交
換
行
は
れ
、
も
は
や
固
有
の
石
器
等
の
使
用
を
廢
せ
る
程
度
に
あ
る
も
の
、
一

は
、
未
だ
此
程
度
に
達
せ
ざ
る
も
の
と
な
す
を
得
べ
し
。
而﹅
し﹅
て﹅
、
松﹅
前﹅
氏﹅
統﹅
治﹅
時﹅
代﹅
の﹅
僻﹅
遠﹅
地﹅
の﹅
北﹅
海﹅
道﹅
本﹅

島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
は﹅
、
前﹅
者﹅
の﹅
程﹅
度﹅
に﹅
あ﹅
り﹅
し﹅
も﹅
の﹅
に﹅
し﹅
て﹅
、
露﹅
西﹅
亞﹅
來﹅
航﹅
以﹅
前﹅
の﹅
北﹅
千﹅
島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
は﹅
、
後﹅
者﹅
の﹅
域﹅
に﹅

あ﹅
り﹅
し﹅
も﹅
の﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
し﹅
。
麁

蝦

夷

と

都

加

留

と

の

差

亦

以

て

想

像

す

る

に

足

ら

ん

か

。
而
し
て
、
此
等
に
對
し

て
、
熟
蝦
夷
と
は
、
も
は
や
、
日
本
政
府
に
服
從
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
當
時
、
俗
を
移
し
風
を
改
め
し
む
る
方

針
を
採
り
し
政
府
の
下
に
あ
り
て
は
、
必
ず
や
、
日
本
風
に
化
し
、
言
語
の
加
き
も
、
次
第
に
、
日
本
語
を
用

ふ
る
に
至
り
し
も
の
な
ら
ん
と
信
ぜ
ら
る
。
而
し
て
、
此
熟
蝦
夷
は
、
其
多
數
は
い
つ
し
か
日
本
人
の
中
に
同
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化
混
合
し
て
跡
を
絶
つ
に
至
り
し
も
の
な
る
べ
し
。

熟
蝦
夷
、
麁
蝦
夷
、
都
加
留
蝦
夷
の
差
は
、
明
に
開
化
の
程
度
に
よ
る
區
別
な
り
と
の
事
は
、
も
は
や
疑
を
容

れ
ざ
る
べ
し
。
此﹅
等﹅
の﹅
各﹅
種﹅
の﹅
蝦﹅
夷﹅
の﹅
住﹅
地﹅
は﹅
、
時﹅
代﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
て﹅
一﹅
定﹅
せ﹅
ざ﹅
り﹅
し﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
く﹅
、
彼﹅
の﹅
蝦﹅
夷﹅
の﹅
國﹅

名﹅
た﹅
る﹅
日﹅
高﹅
見﹅
の﹅
名﹅
が﹅
、
常﹅
陸﹅
、
陸﹅
前﹅
の﹅
兩﹅
地﹅
に﹅
殘﹅
れ﹅
る﹅
と﹅
同﹅
樣﹅
に﹅
、
其﹅
限﹅
界﹅
線﹅
は﹅
、
必﹅
ず﹅
や﹅
我﹅
が﹅
國﹅
力﹅
の﹅
發﹅

展﹅
に﹅
伴﹅
ひ﹅
て﹅
、
東﹅
北﹅
に﹅
移﹅
り﹅
し﹅
も﹅
の﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
し﹅
。
而
し
て
、
博
徳
の
時
代
の
所
謂
都
加
留
蝦
夷
な
る
も
の
は
、

之
を
阿
倍
比
羅
夫
征
討
の
記
事
等
に
よ
り
て
、
今
の
津
輕
地
方
よ
り
、
北
海
道
へ
か
け
て
住
せ
し
も
の
な
る
べ

し
と
信
ず
。
北
海
道
渡
島
に
も
、
も
と
津
輕
郡
あ
り
、
福
島
郡
と
合
併
し
て
松
前
郡
と
な
る
。
續
日
本
紀
に
渡

島
の
津
輕
の
津
の
地
名
あ
り
。
さ
れ
ば
、
津
輕
と
は
、
も
と
、
本
州
の
北
端
よ
り
北
海
道
に
亘
れ
る
地
名
な
り

し
か
、
或
は
、
渡
島
の
津
輕
は
、
所
謂
都
加
留
蝦
夷
の
本
州
よ
り
移
住
せ
し
に
よ
り
て
得
た
る
名
な
る
か
、
未

だ
其
本
末
を
詳
に
す
る
を
得
ず
と
雖
、
渡
島
の
津
輕
の
名
の
古
き
を
思
へ
ば
、
博
徳
の
時
代
に
は
、
津
輕
蝦
夷

は
北
海
道
本
島
に
ま
で
蔓
延
せ
し
事
を
信
ず
る
に
足
る
べ
し
。

奧
羽
地
方
の
大
部
分
が
王
化
に
服
す
る
に
至
り
し
は
、
平
安
朝
以
後
の
事
な
り
。
續
日
本
紀
を
奉
る
の
表
に
、

「
威
は
日
河
の
東
に
振
ひ
て
毛
狄
屏
息
す
」
と
あ
り
。
日
河
の
北
上
河
な
る
事
は
、
本
誌
の
前
號
に
於
て
詳
説

せ
し
所
に
し
て
、
仙
臺
灣
以
北
に
ま
で
王
化
の
及
び
し
は
、
桓
武
天
皇
の
御
代
以
後
の
事
な
り
。
尚
遡
り
て
、

博
徳
の
時
代
を
考
ふ
る
に
、
日
本
海
方
面
は
、
比
羅
夫
討
伐
の
功
に
よ
り
て
、
比
較
的
奧
地
ま
で
も
皇
威
は
伸

張
し
た
れ
ど
も
、
大
化
年
中
に
は
、
漸
く
岩
舟
柵
越
後
岩
船
郡
を
境
と
せ
し
程
に
て
、
太
平
洋
方
面
は
、
漸
く
、

磐
城
岩
代
地
方
に
及
び
し
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
る
べ
く
、
而
し
て
　
熟
蝦
夷
は
其
以
南
の
地
方
に
於
て
大
和
民
族
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と
雜
居
せ
し
も
の
と
思
は
る
ゝ
な
り
。

然
る
に
、
我
國
力
の
發
展
と
共
に
、
其
境
域
は
漸
次
北
進
し
、
前
九
年
後
三
年
役
の
頃
に
は
、
王
化
は
陸
中
羽

後
地
方
ま
で
も
及
び
、
此
地
方
の
蝦
夷
は
、
熟
蝦
夷
即
ち
俘
囚
と
な
れ
り
。
而
し
て
、
前
九
年
の
役
は
、
夷

人

安

倍

頼

時

貞

任

の

父

子

が

、
俘﹅
囚﹅
を﹅
率﹅
ゐ﹅
て﹅
叛﹅
せ﹅
し﹅
に﹅
起﹅
因﹅
し﹅
、
後﹅
三﹅
年﹅
役﹅
は﹅
、
同﹅
じ﹅
く﹅
出

羽

の

俘

囚

清

原

武

則

が

、
其
親
族
吉
彦







吉
彌
侯
秀﹅
武﹅
等﹅
と﹅
相﹅
爭﹅
ひ﹅
し﹅
よ﹅
り﹅
事﹅
起﹅
り﹅
し﹅
な﹅
り﹅
。

こ
の
前
後
兩
度
の
役
の
爲
に
、
此
等
の
地
方
の
熟
蝦
夷
中
の
あ
る
者
は
、
遠
く
北
海
道
の
地
方
に
逃
れ
た
る
も

あ
る
べ
し
。
貞
任
の
弟
宗
任
が
談
な
り
と
て
、
今
昔
物
語
に
記
し
た
る
所
に
よ
れ
ば
、
頼
時
等
も
一
旦
は
北
海

道
に
逃
れ
ん
と
計
畫
せ
し
趣
な
り
。
後
、
源
頼
朝
の
藤
原
泰
衡
を
亡
ぼ
す
や
、
奧
羽
全
く
服
す
。
此
時
泰
衡
は

北
海
道
に
逃
れ
ん
と
し
て
果
さ
ゞ
り
し
事
、
吾
妻
鏡
の
明
記
す
る
所
な
り
。
當
時
、
其
徒
の
俘
囚
の
、
多
く
彼

の
地
に
投
じ
た
り
し
は
疑
な
し
。
斯
の
如
く
内
地
よ
り
渡
り
し
熟
蝦
夷
を
渡

り

黨

と
云
ふ
。
彼
等
は
、
さ
す
が

に
一
旦
熟
蝦
夷
と
な
り
し
だ
け
に
、
言
語
の
如
き
も
主
と
し
て
我
が
國
語
を
用
ひ
、
他
の
麁
蝦
夷
と
趣
を
異
に

す
る
も
の
あ
り
き
。
南
北
朝
の
頃
に
な
れ
る
諏
訪
縁
起
繪
詞
に
、
鎌
倉
時
代
の
末
頃
の
蝦
夷
を
區
別
し
て
曰
く
、

　
蝦
夷
が
千
島
と
云
へ
る
は
、
我
國
の
東
北
に
當
て
大
海
の
中
央
に
あ
り
。
日

の

本

、
唐

子

、
渡

り

黨

、
此
三

　
類
各
三
百
三
十
三
の
島
に
群
居
せ
り
。
今
二
島
は
渡
黨
に
混
ず
。
其
内
に
宇
曾
利
、
鶴
子
洲
と
、
萬
當
宇
滿

　
伊
丈
と
云
ふ
小
島
ど
も
あ
り
。
此
種
類
は
、
多
く
奧
州
津
輕
外
の
濱
に
徃
來
交
易
す
。
夷
一
把
と
云
は
六
千

　
人
な
り
。
相
聚
る
時
は
百
千
把
に
及
べ
り
。
日
の
本
、
唐
子
の
二
類
は
、
其
地
外
國
に
連
て
、
形
體
夜
叉
の

　
如
く
、
變
化
無
窮
な
り
。
人
倫
禽
獸
魚
肉
等
を
食
と
し
て
、
五
穀
の
農
料
を
知
ら
ず
。
九
譯
を
重
ぬ
と
も
、
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語
話
を
通
じ
難
し
。
渡
黨
和
國
の
人
に
相
類
せ
り
。
但
、
鬚
多
く
し
て
遍
身
に
毛
生
ぜ
り
。
言
語
俚
野
な
り

　
と
雖
、
大
半
は
相
通
ず
。
云
云
。

と
。
こ
ゝ
に
渡
り
黨
と
云
ふ
も
の
を
考
ふ
る
に
、
鬚
多
く
し
て
遍
身
に
毛
生
ぜ
り
と
あ
る
を
以
て
見
れ
ば
、
明

に
ア
イ
ヌ
な
り
。
但
、
他
の
二
類
が
、
形
体
夜
叉
の
如
く
、
禽
獸
魚
肉
等
を
食
し
て
農
業
を
解
せ
ず
。
言
語
通

じ
難
し
と
云
ふ
に
反
し
て
、
渡
り
黨
は
、
和
國
の
人
に
相
類
し
、
奧
州
津
輕
外
が
濱
に
往
來
交
易
し
、
言
語
大

半
は
相
通
ず
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
他
の
二
類
が
固
有
の
習
俗
を
保
存
す
る
に
拘
ら
す
、
こ
の
渡
り
黨
は
多
少
日

本
人
類
似
の
服
裝
を
な
し
、
農
耕
の
道
を
解
し
、
言
語
も
主
と
し
て
日
本
語
に
改
ま
り
、
内
地
人
に
、
交
通
し

た
り
し
を
知
る
。
斯
の
如
き
は
、
こ
れ
所
謂
熟
蝦
夷
な
り
。
即
ち
、
鎌
倉
時
代
よ
り
、
南
北
朝
頃
に
か
け
て
は
、

北
海
道
の
西
南
部
は
、
已
に
、
熟
蝦
夷
の
住
地
と
な
り
し
を
知
る
。
此
等
の
熟
蝦
夷
は
、
後
、
諸
館
の
主
と
相

混
じ
て
松
前
氏
に
屬
し
、
遂
に
自
ら
ア
イ
ヌ
た
る
を
忘
る
ゝ
に
至
り
て
跡
を
絶
ち
し
な
る
べ
し
。

此
等
の
熟
蝦
夷
に
對
し
て
、
言
語
通
せ
ず
、
農
業
を
知
ら
ず
、
形
体
夜
叉
の
如
し
と
區
別
せ
ら
る
ゝ
も
の
は
、

こ
れ
、
博
徳
が
所
謂
麁
蝦
夷
若
く
は
都
加
留
に
當
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
名
稱
を
日
の
本
と
云
ひ
、

唐
子
と
云
ひ
、
其
地
外
國
に
續
く
と
云
ふ
。
此
等
の
記
事
よ
り
し
て
、
余
輩
は
、
如
何
な
る
事
實
を
抽
出
し
得

べ
き
か
。

日
の
本
と
は
、
も
と
我
國
の
稱
な
り
。
然
る
に
、
こ
ゝ
に
、
熟
蝦
夷
よ
り
も
更
に
未
開
な
る
蝦
夷
に
日
の
本
の

稱
あ
る
は
從
來
學
者
の
解
す
べ
か
ら
ず
と
な
す
所
。
北
海
道
志
に
は
、
「
日
の
本
は
蝦
夷
本
州
の
人
種
な
り
、

唐
子
は
外
國
の
雜
種
な
り
、
渡
り
黨
は
内
郡
の
人
、
海
を
渡
り
て
移
れ
る
も
の
な
り
」
と
解
す
れ
ど
も
、
未
だ

11



其
説
の
據
る
と
こ
ろ
を
詳
に
せ
ず
。
余
輩
亦
、
之
に
對
し
て
久
し
く
疑
を
抱
き
た
り
し
が
、
今
や
漸
く
思
ひ
得

た
る
所
あ
り
。
蓋

、
日

の

本

は

、
夫

れ

千

島

ア

イ

ヌ

な

る

か

。

我
國
を
日
の
本
と
い
ふ
は
、
も
と
支
那
に
對
し
て
、
其
位
置
上
よ
り
起
り
し
稱
な
り
。
推
古
天
皇
の
朝
に
使
を

隋
に
遣
は
さ
る
ゝ
や
。
彼
を
西

皇

帝

と
云
ふ
に
對
し
て
、
我
を
東

天

皇

と
云
ひ
、
彼
を
日

沒

處

の

天

子

と
云
ふ

に
對
し
て
、
我
を
日

出

處

の
天
子
と
云
ひ
た
り
。
日

の

本

は

即

ち

日

出

處

に

し

て

東

の

義

な

る

事

、
こ

れ

に

よ

り

て

明

な

り

。
さ
れ
ば
、
我
が
國
内
の
み
に
就
て
云
は
ゝ
奧

州

日

の

本

の
稱
は
、
既
に
織
豊
時
代
に
あ
り
。
陸

前
の
太

平

洋

岸

を
日
出
の
崖
と
云
ひ
し
事
は
、
早
く
、
平
安
朝
の
初
期
に
於
て
見
え
た
り
。
日
出
の
崖
と
は
、

即
ち
日
の
本
と
同
義
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
北
海
道
の
み
に
就
て
之
を
云
は
ん
に
は
、
そ
の
東
部
は
即
ち
日
出

處
に
し
て
、
日
の
本
な
り
。
而﹅
し﹅
て﹅
、
蝦﹅
夷﹅
語﹅
の﹅
チ﹅
ユ﹅
プ﹅
カ﹅
は﹅
、
正﹅
に﹅
此﹅
意﹅
味﹅
に﹅
相﹅
當﹅
す﹅
。
チ﹅
ユ﹅
プ﹅
カ﹅
と﹅
は﹅
北﹅

海﹅
道﹅
本﹅
島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
が﹅
千﹅
島﹅
群﹅
島﹅
と﹅
呼﹅
ぶ﹅
の﹅
稱﹅
な﹅
り﹅
。
而

し

て

、
其

意

は

、
東

又

は

日

出

處

の

義

な

り

と

い

ふ

。

本﹅
島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
は﹅
ま﹅
た﹅
千﹅
島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
を﹅
呼﹅
ぶ﹅
に﹅
チ

ユ

プ

カ

グ

ル

と﹅
い﹅
ふ﹅
。
東﹅
の﹅
人﹅
又﹅
は﹅
日﹅
出﹅
處﹅
の﹅
人﹅
の﹅
義﹅
な﹅
り﹅
。

さ﹅
れ﹅
ば﹅
、
渡﹅
り﹅
黨﹅
又﹅
は﹅
邦﹅
人﹅
が﹅
之﹅
を﹅
飜﹅
譯﹅
し﹅
て﹅
日﹅
の﹅
本﹅
と﹅
云﹅
は﹅
ん﹅
は﹅
豈﹅
に﹅
適﹅
切﹅
の﹅
稱﹅
呼﹅
な﹅
ら﹅
ず﹅
や﹅
。
チ
ユ
プ
カ

は
東
北
カ
ム
チ
ヤ
ト
カ
に
至
り
て
大
陸
に
連
る
。
そ
の
「
其
地
外
國
に
連
る
」
と
云
ふ
も
の
、
亦
、
豈
に
眞
を

得
た
ら
ず
や
。

但
、
こ
ゝ
に
注
意
す
べ
き
は
、
日
の
本
即
ち
チ
ユ
プ
カ
を
以
て
呼
ぶ
べ
き
範
圍
の
沿
革
な
り
。
今
日
に
て
は
、

普
通
に
も
と
露
西
亞
領
な
り
し
千
島
の
み
を
チ
ユ
プ
カ
と
稱
す
る
樣
な
れ
ど
、
そ
は
、
所
謂
日
の
本
即
ち
チ
ユ

プ
カ
グ
ル
の
領
域
が
、
こ
の
諸
島
に
限
ら
る
ゝ
樣
に
な
り
て
よ
り
以
後
の
事
な
る
べ
く
、
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
が
、
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尚
、
國
後
、
擇
捉
等
の
諸
島
を
占
領
せ
し
當
時
に
は
、
こ
れ
等
の
諸
島
も
、
同
じ
く
チ
ユ
プ
カ
の
中
に
あ
り
し

を
疑
は
ず
。
日﹅
の﹅
本﹅
と﹅
云﹅
ひ﹅
、
日﹅
出﹅
處﹅
と﹅
云﹅
ひ﹅
、
東﹅
と﹅
云﹅
ふ﹅
は﹅
、
必﹅
ず﹅
、
相﹅
對﹅
的﹅
の﹅
語﹅
な﹅
れ﹅
ば﹅
、
北﹅
海﹅
道﹅
本﹅
島﹅

と﹅
對﹅
比﹅
し﹅
て﹅
云﹅
は﹅
ん﹅
に﹅
は﹅
、
國﹅
後﹅
島﹅
も﹅
亦﹅
チ﹅
ユ﹅
プ﹅
カ﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
し﹅
。
擇
捉
島
に
北
海
道
本
島
ア
イ
ヌ
の
移
り
し
は

二
百
年
以
來
の
事
な
り
。
近
藤
守
重
の
「
※

多

羅

拂

談
」
に
、

　
擇
捉
村
落
の
内
、
小
人
住
居
せ
し
土
穴
あ
り
。
（
中
略
）
八
九
十
年
以
前
國
後
の
夷
人
此
擇
捉
島
に
渡
り
し

　
よ
り
、
彼
の
小
人
漸
々
に
離
散
せ
り
と
い
ふ
。

と
あ
り
。
さ
れ
ば
其
以
前
に
本
島
ア
イ
ヌ
の
國
後
島
に
渡
り
て
此
地
の
土
人
を
驅
逐
せ
し
事
實
も
、
推
測
す
る

に
足
ら
ん
。
從
つ
て
も
と
、
此
等
の
諸
島
が
、
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
即
ち
日
の
本
蝦
夷
の
住
居
地
と
し
て
、
チ
ユ
プ

カ
の
中
に
あ
り
け
ん
事
、
亦
明
な
ら
ず
や
。
尚
其﹅
以﹅
前﹅
に﹅
遡﹅
ら﹅
ん﹅
に﹅
は﹅
、
本﹅
島﹅
の﹅
東﹅
部﹅
も﹅
、
亦﹅
、
西﹅
部﹅
に﹅
對﹅
し﹅

て﹅
チ﹅
ユ﹅
プ﹅
カ﹅
な﹅
り﹅
し﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
し﹅
。
北﹅
海﹅
道﹅
各﹅
地﹅
に﹅
、
比﹅
較﹅
的﹅
新﹅
ら﹅
し﹅
石﹅
器﹅
時﹅
代﹅
の﹅
遺﹅
蹟﹅
の﹅
多﹅
き﹅
は﹅
、
今﹅
日﹅
に﹅
於﹅

て﹅
は﹅
、
も﹅
は﹅
や﹅
、
學﹅
界﹅
の﹅
承﹅
認﹅
を﹅
經﹅
た﹅
る﹅
所﹅
。
今
考
古
學
上
の
比
較
研
究
に
よ
り
て
、
此
等
の
遺
蹟
が
、
千
島

に
あ
る
遺
蹟
と
同
一
系
統
の
も
の
な
る
事
證
明
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
、
而
し
て
、
此
等
の
遺
蹟
が
、
本
島
の
西

部
地
方
に
あ
る
も
の
よ
り
も
、
東
す
る
に
從
つ
て
比
較
的
新
し
き
も
の
な
ら
ん
に
は
、
本
島
の
東
部
地
方
も
、

あ
る
時
代
に
は
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
の
住
所
と
し
て
、
日
の
本
即
ち
チ
ユ
プ
カ
な
り
し
事
を
信
ず
る
に
足
る
べ
し
。

本
島
ア
イ
ヌ
の
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
に
關
す
る
口
碑
が
、
※
多
羅
拂
談
の
擇
捉
島
に
於
け
る
小
人
の
記
事
と
同
一
な

る
を
合
せ
考
ふ
べ
き
な
り
。

以﹅
上﹅
の﹅
所﹅
論﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
て﹅
、
余﹅
輩﹅
は﹅
、
鎌﹅
倉﹅
足﹅
利﹅
時﹅
代﹅
に﹅
於﹅
て﹅
、
邦﹅
人﹅
若﹅
く﹅
は﹅
渡﹅
黨﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
て﹅
日﹅
の﹅
本﹅
と﹅
呼﹅
ば﹅
れ﹅
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た﹅
る﹅
蝦﹅
夷﹅
は﹅
、
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
語﹅
に﹅
所﹅
謂﹅
チ﹅
コ﹅
プ﹅
カ﹅
に﹅
し﹅
て﹅
今﹅
日﹅
の﹅
千﹅
島﹅
ア﹅
イ﹅
ヌ﹅
と﹅
同﹅
一﹅
の﹅
も﹅
の﹅
な﹅
る﹅
べ﹅
く﹅
、
其﹅
住﹅
所﹅

は﹅
、
恐﹅
く﹅
は﹅
本﹅
島﹅
の﹅
東﹅
部﹅
よ﹅
り﹅
千﹅
島﹅
に﹅
及﹅
び﹅
し﹅
も﹅
の﹅
な﹅
り﹅
と﹅
云﹅
ふ﹅
を﹅
得﹅
べ﹅
し﹅
と﹅
信﹅
ず﹅
。
但
、
こ
ゝ
に
東
部
と
い

ふ
は
、
勿
論
漠
然
た
る
義
に
し
て
、
他
日
考
古
學
上
の
研
究
の
結
果
、
稍
實
ら
し
き
境
域
を
定
む
る
を
得
る
の

時
あ
ら
ん
事
を
期
待
す
る
な
り
。
次

に

余

輩

は

、
日

の

本

即

ち

千

島

ア

イ

ヌ

と

、
博

徳

の

所

謂

、
都

加

留

蝦

夷

と

の

間

に

一

致

を

見

出

さ

ん

と

す

。

都
加
留
蝦
夷
の
土
俗
に
就
き
て
は
、
殆
ど
、
記
録
の
考
證
す
べ
き
も
の
な
し
。
陸
奧
風
土
記
に
、
八
槻
郷
の
土

蜘
蛛
が
日
本
武
尊
の
征
討
に
遇
ひ
し
時
、
津
輕
蝦
夷
許
多
を
諜
し
て
、
猪
鹿
弓
猪
鹿
矢
を
石
城
に
連
發
し
、
以

て
官
兵
に
抗
す
。
日
本
武
尊
即
ち
槻
弓
槻
矢
を
執
り
て
、
之
を
射
る
と
あ
り
。
素
よ
り
、
余
輩
は
此
口
碑
を
以

て
史
實
を
傳
ふ
る
も
の
な
り
と
は
信
ぜ
ず
。
こ
は
、
小
林
君
の
所
謂
地
名
を
説
明
せ
ん
が
爲
の
土
蜘
蛛
傳
説
な

る
べ
け
れ
ば
な
り
。
さ

れ

ど

、
地

名

の

説

明

に

さ

ま

で

必

要

な

ら

ざ

る

津

輕

蝦

夷

を

こ



に

點

出

し

た

る

事

は

、

大

い

に

余

輩

の

研

究

に

向

つ

て

好

材

料

を

與

ふ

る

も

の

な

り

。
何
と
な
れ
ば
、
都
加
留
と
い
ふ
一
派
の
蝦
夷
の

存
在
は
、
壹
岐
連
博
徳
に
よ
り
て
證
明
せ
ら
れ
た
る
所
に
し
て
、
當
時
華
夷
雜
居
地
た
り
し
岩
代
磐
城
の
南
部

地
方
の
も
の
が
、
之
を
知
ら
ざ
る
筈
な
し
。
さ
れ
ば
、
右
の
風
土
記
の
記
事
よ
り
し
て
、
よ
し
や
土
蜘
蛛
が
八

槻
郷
に
於
て
津
輕
蝦
夷
と
連
合
し
て
日
本
武
尊
に
抗
し
た
り
と
の
史
實
を
信
ぜ
ず
と
す
る
も
、
少
く
も
、
左
の

事
實
は
右
の
口
碑
よ
り
し
て
證
明
す
る
を
得
べ
し
。

　
一
、
八
槻
郷
白
河
郡
の
中
の
地
方
に
は
、
少
く
も
奈
良
朝
の
頃
津
輕
蝦
夷
が
甞
て
此
地
に
來
り
し
事
の
口
碑

　
　
を
有
せ
し
事
。
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二
、
從
つ
て
、
津
輕
蝦
夷
は
、
あ
る
時
代
に
於
て
、
白
河
地
方
と
客
易
に
交
通
し
得
べ
き
地
方
に
住
居
せ
し

　
　
事
。

　
三
、
其
地
方
は
、
必
ず
今
の
青
森
縣
の
津
輕
又
は
渡
島
の
津
輕
等
よ
り
も
、
一
層
白
河
地
方
に
近
き
も
の
な

　
　
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
。

　
四
、
從
つ
て
、
津
輕
と
は
、
も
と
種
族
の
名
稱
に
し
て
こ
は
博
徳
書
よ
り
も
證
す
る
を
得
べ
し
後
の
津
輕
の

　
　
地
名
は
、
津
輕
種
族
の
名
が
其
住
所
に
固
定
せ
し
も
の
な
る
べ
き
事
。
因
に
云
、
一
説
に
、
都
加
留
は
即

　
　
ち
置

溝

婁

に
し
て
、
大
陸
よ
り
移
住
せ
し
も
の
な
ら
ん
と
あ
り
。
他
日
比
較
言
語
學
、
考
古
學
、
土
俗
學

　
　
等
の
研
究
の
結
果
、
我
石
器
時
代
の
遺
跡
と
、
北
韓
滿
洲
と
の
間
に
十
分
な
る
連
絡
を
得
る
迄
は
、
疑
を

　
　
存
し
て
附
記
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。

　
五
、
皇
軍
が
槻
の
弓
、
槻
の
矢
を
用
ひ
た
る
に
對
し
て
、
津
輕
蝦
夷
は
、
猪
鹿
弓
、
猪
鹿
矢
を
用
ひ
た
り
。

　
　
イ
カ
は
嚴
の
意
と
解
す
る
説
も
あ
れ
ど
、
猪
鹿
矢
と
は
、
猪
牙
、
鹿
角
、
或
は
骨
等
を
鏃
と
せ
し
矢
な
り

　
　
と
解
す
る
を
至
當
と
す
。
猪
鹿
弓
に
至
り
て
は
判
斷
に
苦
め
ど
も
、
一
方
に
槻
弓
槻
矢
と
あ
る
に
對
し
て
、

　
　
修
辭
上
猪
鹿
矢
と
い
ふ
に
伴
つ
て
使
用
せ
し
語
か
。
或
は
、
獸
角
骨
牙
等
を
裝
飾
に
使
用
せ
し
弓
に
さ
る

　
　
稱
あ
り
し
に
て
も
あ
る
べ
し
。

以
上
の
事
實
よ
り
し
て
、
余
輩
は
、
津
輕
蝦
夷
が
石
器
使
用
の
状
態
に
あ
り
し
事
の
積
極
の
證
明
を
得
ざ
れ
ど

も
、
其
武
器
は
皇
軍
の
と
は
異
に
し
て
、
且
、
少
く
も
金
屬
の
鏃
の
代
り
に
、
骨
又
は
角
牙
な
ど
の
鏃
を
使
用

せ
し
事
を
知
る
を
得
た
り
。
此
蝦
夷
、
平
安
朝
の
頃
に
は
、
已
に
退
き
て
今
の
津
輕
地
方
に
あ
り
し
と
覺
ゆ
。
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元
慶
二
年
出
羽
の
夷

俘

の
反
亂
あ
り
。
此
時
俘

囚

は
官
兵
と
合
し
て
、
夷
俘
征
討
に
助
力
し
た
り
し
が
如
し
。

俘

囚

は

即

ち

熟

蝦

夷

に

し

て

、
夷

俘

と

は

麁

蝦

夷

な

り

。
此
時
出
羽
に
於
て
、
夷
俘
、
俘
囚
の
境
界
は
秋
田
河

に
あ
り
き
。
而
し
て
、
津
輕
蝦
夷
は
、
更
に
其
奧
地
な
る
津
輕
地
方
に
あ
り
し
な
り
。
當
時
の
公
文
に
曰
く
、

　
津
輕
蝦
夷
、
其
黨
多
種
、
幾
千
人
た
る
を
知
ら
ず
。
天
性
勇
壯
、
常
に
戰
を
習
ふ
。
若
し
逆
賊
を
迎
へ
な
ば
、

　
其
鋒
當
り
難
か
ら
ん
。

又
曰
く
、

　
津
蝦
夷
虜
天
性
麁
獷
な
り
。
若
し
凶
類
に
連
ら
ば
、
實
に
制
し
難
し
と
な
す
。

と
。
こ
ゝ
に
其
數
の
多
き
を
云
ひ
、
其
性
の
兇
暴
を
云
ふ
。
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
一
勢
力
た
り
し
を
疑
は
ず
。
さ

れ
ば
、
此
種
族
が
其
後
全
く
絶
滅
し
た
り
と
想
像
す
る
塲
合
の
外
は
、
普

通

の

蝦

夷

が

北

に

退

き

て

北

海

道

本

島

ア

イ

ヌ

と

な

り

た

る

時

代

に

於

て

、
津

輕

蝦

夷

が

更

に

そ

れ

よ

り

も

奧

地

に

退

き

て

、
千

島

ア

イ

ヌ

即

ち

所

謂

日

の

本

と

な

り

た

り

と

推

測

せ

ん

事

、
最

も

穩

當

な

る

見

解

な

る

べ

し

。
而

し

て

、
此

見

解

よ

り

し

て

、
余

輩

は

、
鎌

倉

室

町

時

代

に

日

の

本

と

呼

ば

れ

た

る

千

島

ア

イ

ヌ

は

、
有

史

後

の

あ

る

時

代

ま

で

、
北

海

道

本

島

の

み

な

ら

ず

、
津

輕

蝦

夷

と

し

て

、
本

州

の

東

北

部

に

も

住

せ

し

も

の

な

る

事

を

信

ぜ

ん

と

す

る

な

り

。

こ
ゝ
に
至
つ
て
、
余
輩
は
、
更
に
進
ん
で
、
北
海
道
本
島
並
に
樺
太
ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
存
す
る
ト
ン
チ
若
く
は

コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
と
、
千
島
ア
イ
ヌ
と
の
關
係
を
考
察
す
る
の
要
あ
り
。

ア
イ
ヌ
の
口
碑
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
は
、
本
島
若
く
は
樺
太
ア
イ
ヌ
と
の
觸
接
に
よ
り
て
、
奧
地
に
逃

れ
た
り
と
い
ふ
。
而
し
て
、
「
※
多
羅
拂
談
」
に
從
へ
ば
、
擇
捉
島
の
穴
居
の
矮
人
は
、
近
く
二
百
年
前
に
於
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て
、
國
後
島
よ
り
本
島
ア
イ
ヌ
の
渡
來
に
よ
り
て
離
散
せ
り
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
、
奧
地
へ
逃
れ
て
何
れ
へ
行
き

し
か
、
離
散
し
て
何
れ
へ
行
き
し
か
。
こ
れ
余
輩
の
現
下
の
考
究
せ
ん
と
す
る
問
題
な
り
。
「
邊
要
分
界
圖
考
」

文
化
三
年
近
藤
守
重
著
す
に
、
厚
岸
酋
長
イ
コ
ト
イ
並
に
イ
チ
ヤ
ン
ゲ
ム
シ
の
言
を
記
し
て
曰
く
、

　
ク
ル
ム
セ
の
夷
人
は
ト
イ
チ
セ
コ
ツ
チ
ヤ
カ
ム
イ
の
裔
な
り
。
老
夷
傳
へ
云
ふ
。
古
へ
夷
地
に
ト
イ
チ
セ
コ

　
ツ
チ
ヤ
カ
ム
イ
と
云
も
の
あ
り
。
其
身
甚
短
し
、
皆
穴
居
す
。
夷
地
開
く
る
に
從
ひ
、
漸
々
に
奧
地
へ
入
り
、

　
遂
に
其
種
族
相
率
ゐ
て
、
筏
に
乘
り
、
東
洋
の
ラ
ツ
コ
島
へ
往
き
て
、
其
部
落
を
な
せ
り
と
。
又
、
柬
察
加

　
に
も
、
ク
ル
ム
セ
の
種
類
あ
り
。

と
。
ラ
ツ
コ
島
と
は
、
邦
人
の
信
ず
る
所
に
よ
れ
ば
、
得
撫
島
の
事
な
れ
ど
も
、
ア
イ
ヌ
は
、
擇
捉
得
撫
の
東

に
當
り
、
晴
天
に
は
海
上
遙
に
見
ゆ
る
島
な
り
と
い
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
千
島
の
中
な
り
。
又
ク
ル
ム
セ
の
事

は
「
蝦
夷
舊
聞
」
安
政
元
年
鈴
木
善
教
著
に
、

　
往
古
蝦
夷
地
に
ク
ル
ム
セ
と
呼
べ
る
一
種
の
夷
人
あ
り
。
後
、
蝦
夷
地
開
け
人
聚
る
に
從
ひ
て
、
ク
ル
ム
セ

　
夷
遂
に
カ
ム
シ
ヤ
ツ
カ
に
往
て
部
落
を
な
せ
り
。
故
に
、
カ
ム
シ
ヤ
ツ
カ
の
土
夷
は
、
人
物
蝦
夷
に
異
な
る

　
事
な
く
、
髮
眼
と
も
に
黒
し
。

と
あ
り
。
此
二
つ
の
記
事
を
合
せ
考
ふ
る
に
、
ト
イ
チ
セ
コ
ツ
チ
ヤ
カ
ム
イ
の
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
な
る
事
は
無
論

に
し
て
、
此
種
族
は
、
千
島
柬
察
加
に
去
り
た
る
事
を
傳
ふ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
現
に
千
島
ア
イ
ヌ
は
堅
穴

に
住
し
、
又
、
鳥
居
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
露
西
亞
人
の
始
め
て
來
航
せ
し
當
時
、
ガ
ラ
ス
瓶
を
得
て
鏃
を
作
り

し
形
迹
あ
り
と
い
ふ
。
即
ち
所
謂
石
器
時
代
の
状
態
に
あ
り
し
や
明
な
り
。
且
、
千
島
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
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ル
に
關
す
る
口
碑
を
傳
へ
ざ
る
等
の
事
實
を
綜
合
す
れ
ば
、
千

島

ア

イ

ヌ

即

ち

コ

ロ

ボ

ツ

ク

ル

な

る

べ

き

事

は

、

小
金
井
博
士
等
先
輩
の
已
に
唱
導
せ
る
如
く
、
何
人
も
容
易
に
首
肯
す
る
所
な
る
べ
し
。

即
ち
、

　
一
、
博

徳

の

所

謂

都

加

留

蝦

夷

。

　
二
、
鎌

倉

足

利

時

代

に

所

謂

日

の

本

。

　
三
、
北

海

道

本

島

並

に

樺

太

ア

イ

ヌ

の

口

碑

に

所

謂

コ

ロ

ボ

ツ

ク

ル

。

　
四
、
本

島

ア

イ

ヌ

の

所

謂

チ

ユ

プ

カ

グ

ル

即

ち

千

島

ア

イ

ヌ

。

の

四

者

は

、
何

れ

も

同

一

の

も

の

な

り

と

云

ふ

を

得

べ

し

。

茲
に
於
て
、
殘
れ
る
問
題
は
、
本
島
ア
イ
ヌ
と
千
島
ア
イ
ヌ
と
は
同
一
種
族
な
り
や
否
や
に
あ
り
。
こ
の
問
題

の
解
决
に
資
せ
ん
が
爲
に
、
余
輩
は
、
先
つ
、
諏
訪
縁
起
に
見
え
た
る
三
種
の
蝦
夷
中
の
「
唐
子
」
に
就
き
て

觀
察
す
る
の
要
あ
り
。

諏
訪
縁
起
に
は
、
蝦
夷
の
區
別
を
記
し
て
、
日
の
本
、
唐
子
、
渡
り
黨
の
三
種
と
し
。
唐
子
を
以
て
、
日
の
本

と
渡
黨
と
の
間
に
列
す
。
而
し
て
其
外
、
亦
、
他
種
あ
る
を
云
は
ず
。
然
る
に
、
渡
り
黨
が
西
南
部
に
住
す
る

熟
蝦
夷
に
し
て
、
日
の
本
が
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
即
ち
東
蝦
夷
た
る
べ
き
事
は
、
余
輩
の
已
に
論
じ
た
る
所
。
然
ら

ば
、
殘
れ
る
唐
子
に
宛
つ
べ
き
も
の
は
何
ぞ
や
。
其
中
間
な
る
本
島
及
び
樺
太
に
住
す
る
ア
イ
ヌ
の
外
に
之
を

求
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
本
島
ア
イ
ヌ
と
樺
太
ア
イ
ヌ
と
は
、
共
に
先
住
民
族
に
關
し
て
、
同
一
の
口
碑
を
有

す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
、
そ
の
同
異
に
就
き
て
は
、
小
金
井
博
士
の
兩
者
同
一
な
り
博
士
は
千
島
ア
イ
ヌ
を
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も
同
一
な
り
と
云
は
る
る
也
と
云
は
る
ゝ
外
に
は
、
余
輩
の
寡
聞
な
る
、
未
だ
多
く
の
反
對
説
を
耳
に
せ
ず
。

さ
れ
ば
、
余
輩
は
、
小
金
井
博
士
に
從
つ
て
、
兩
者
を
同
一
な
り
と
す
る
の
見
地
よ
り
考
ふ
る
に
、
「
縁
起
」

に
、
「
其
地
外
國
に
連
る
」
と
い
ふ
に
も
適
切
に
當
て
は
ま
る
の
み
な
ら
ず
、
唐
子
と
い
ふ
名
稱
も
、
ほ
ゝ
説

明
し
得
べ
き
を
覺
ゆ
。
「
北
夷
考
證
」
高
橋
景
保
著
に
、

　
蝦
夷
地
宗
谷
の
北
に
あ
た
り
、
海
峽
を
隔
る
大
地
を
唐
太
と
稱
す
。
カ
ラ
フ
ト
は
唐
人
な
り
。
我
邦
愚
俗
異

　
邦
を
汎
稱
し
て
カ
ラ
と
い
ふ
。
フ
ト
と
は
北
人
ヒ
ト
と
い
ふ
言
の
訛
な
り
。
何
を
以
て
カ
ラ
フ
ト
と
稱
す
る

　
と
い
ふ
に
、
彼
よ
り
漢
製
の
諸
品
を
携
來
る
も
の
あ
り
て
、
宗
谷
の
夷
人
と
交
易
す
る
事
年
久
し
。
其
齎
す

　
所
の
品
物
は
、
所
謂
ダ
ン
ギ
レ
、
蟲
の
※
、
烟
管
の
類
種
々
な
り
。
漸
々
こ
れ
を
本
地
に
傳
ふ
。
こ
れ
我
夷

　
種
と
は
異
な
れ
る
人
々
持
來
る
故
に
、
江
差
松
前
の
商
賈
ど
も
、
こ
れ
を
聞
き
受
け
て
、
泛
然
と
し
て
、
カ

　
ラ
フ
ト
と
呼
ぶ
事
に
な
り
、
終
に
、
其
北
夷
の
地
名
の
樣
に
な
れ
り
と
見
え
た
り
。

と
あ
り
。
カ
ラ
フ
ト
の
名
稱
は
、
今
に
至
り
て
世
人
の
理
解
に
苦
む
と
成
す
所
。
然
れ
ど
も
、
右
の
解
釋
と
唐

子
な
る
名
稱
と
を
合
せ
考
ふ
る
に
、
頗
る
穩
當
な
る
を
覺
ゆ
。
唐
子





と
は
唐
人






の
義
な
り
。
家
人





を
家
の
子
と

稱
し
、
奴
隷
を
ヤ
ツ
コ
（
家
の
子
の
義
）
と
稱
す
る
も
同
じ
義
な
り
。
古
代
に
は
、
人
を
稍
見
下
げ
て
云
ふ
時

に
、
子
と
云
ひ
し
も
の
と
見
え
た
り
。
さ
れ
ば
、
樺
太
地
方
の
ギ
リ
ヤ
ー
ク
な
ど
が
、
山
丹
地
方
と
交
通
し
て
、

大
陸
の
物
品
を
持
ち
來
り
、
本
島
ア
イ
ヌ
を
通
じ
て
、
渡
り
黨
若
く
は
邦
人
に
齎
ら
す
が
故
に
、
此
等
の
人
々

は
、
右
の
ア
イ
ヌ
を
呼
ん
で
、
唐
人
即
ち
唐
子
と
稱
せ
し
も
の
な
る
べ
し
。
後
、
そ
の
名
稱
本
島
に
廢
た
れ
、

僅
に
其
後
樺
太
に
移
住
し
た
る
ア
イ
ヌ
に
の
み
存
じ
て
、
遂
に
其
住
居
の
島
の
地
名
と
な
り
し
も
の
な
ら
ん
。
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斯
く
考
ふ
る
事
よ
り
し
て
、
余
輩
は
、
唐
子
な
る
本
島
ア
イ
ヌ
樺
太
ア
イ
ヌ
が
、
西
は
渡
り
黨
に
接
し
、
北
は

山
丹
人
と
交
る
の
地
位
上
の
關
係
よ
り
し
て
、
日
の
本
即
ち
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
よ
り
も
稍
開
け
た
る
状
態
に
あ
る

べ
き
事
を
知
る
を
得
た
り
。
彼﹅
等﹅
は﹅
、
實﹅
に﹅
、
物﹅
品﹅
交﹅
易﹅
に﹅
よ﹅
り﹅
て﹅
邦﹅
人﹅
又﹅
は﹅
山﹅
丹﹅
人﹅
よ﹅
り﹅
器﹅
具﹅
の﹅
供﹅
給﹅
を﹅
得﹅

る﹅
が﹅
故﹅
に﹅
、
も﹅
は﹅
や﹅
石﹅
器
を
使
用
す
る
の
必
要
な
く
、
恐
ら
く
は
土
器
を
も
製
造
せ
ず
余
輩
が
前
に
所
謂
麁
蝦

夷
の
状
態
と
な
り
て
津
輕
蝦
夷
即
ち
日
の
本
な
る
チ
ユ
プ
カ
グ
ル
と
の
間
に
大
な
る
溝
渠
を
作
り
、
遂
に
は
、

ト
ン
チ
若
く
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
な
る
全
然
別
種
族
と
し
て
、
彼
等
を
驅
逐
せ
し
も
の
な
ら
ん
。
更
に
余
輩
を
し

て
想
像
を
逞
ふ
せ
し
め
ん
に
は
、
現
在
の
樺
太
ア
イ
ヌ
は
、
本
島
ア
イ
ヌ
が
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
を
驅
逐
し
て
遂
に

遠
く
擇
捉
島
に
ま
で
移
住
し
た
る
と
同
樣
に
、
比
較
的
後
の
時
代
に
於
て
、
本
島
よ
り
移
住
せ
し
も
の
に
て
、

樺
太
ア
イ
ヌ
の
本
島
ア
イ
ヌ
に
於
け
る
の
關
係
は
、
國
後
擇
捉
ア
イ
ヌ
の
木
島
ア
イ
ヌ
に
於
け
る
と
、
同
一
の

關
係
な
ら
ん
と
の
假
定
説
を
得
べ
し
。

と
も
か
く
も
、
樺
太
ア
イ
ヌ
と
本
島
ア
イ
ヌ
と
の
間
に
は
、
密
接
の
關
係
あ
る
事
疑
な
か
る
べ
し
。
茲
に
於
て
、

余
輩
は
、
更
に
前
の
問
題
に
戻
り
て
、
本
島
ア
イ
ヌ
と
千
島
ア
イ
ヌ
と
の
關
係
を
觀
察
せ
ん
。

本
島
ア
イ
ヌ
と
千
島
ア
イ
と
の
間
に
は
、
現
在
に
於
て
大
な
る
溝
渠
あ
り
。
本
島
ア
イ
ヌ
は
、
實
に
、
異
種
族

と
し
て
千
島
ア
イ
ヌ
を
驅
逐
し
た
り
し
な
り
。
或
は
自
ら
去
り
た
る
に
て
も
あ
る
べ
け
れ
と
も
さ
れ
ど
、
本
島

ア
イ
ヌ
が
麁
蝦
夷
に
し
て
、
千
島
ア
イ
ヌ
が
津
輕
蝦
夷
な
り
と
の
余
の
説
に
し
て
誤
ら
ず
ば
、
彼
等
は
到
底
、

全
然
別
種
族
な
り
と
想
像
す
る
を
得
ず
。
况
や
、
千
島
ア
イ
ヌ
は
現
に
穴
居
し
、
本
島
ア
イ
ヌ
と
同
種
な
る
べ

き
樺
太
ア
イ
ヌ
亦
現
に
穴
居
の
状
態
に
あ
り
て
、
兩
者
の
間
に
連
絡
を
付
く
る
も
の
あ
る
を
や
。
尚
、
小
金
井
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博
士
の
引
用
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
シ
ユ
レ
ン
ク
氏
の
著
書
中
に
は
、
百
年
前
に
北
海
道
に
於
て
邦
人
の
爲
に
捕

は
れ
た
る
露
國
人
ゴ
ロ
ー
ウ
ヰ
ン
の
報
告
に
は
、
本
島
ア
イ
ヌ
も
亦
、
樺
太
ア
イ
ヌ
と
同
樣
、
冬
は
堅
穴
小
屋

に
住
す
と
あ
り
と
い
ふ
。
果
し
て
然
ら
ん
に
は
、
其
間
の
關
係
、
更
に
深
き
を
加
ふ
る
を
覺
ゆ
。

余
輩
は
、
こ
ゝ
に
至
つ
て
、
更
に
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
冬
日
堅
穴
に
住
す
る
の
土
俗
と
、
日
本
武
尊
の
征
討
を
蒙

り
た
る
當
時
の
本
州
の
蝦
夷
の
土
俗
と
を
頗
る
相
類
似
す
る
の
點
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
ず
。
「
景
行
紀
」
に
よ

る
に
、
武
内
宿
禰
東
夷
を
探
撿
し
て
復
命
し
て
曰
く
、
「
東
夷
の
中
に
日
高
見
國
あ
り
、
其
國
人
男
女
並
に
推

結
、
文
身
、
人
と
爲
り
勇
悍
な
り
、
こ
れ
を
す
べ
て
蝦
夷
と
い
ふ
」
と
あ
り
。
後
に
日
本
武
尊
蝦
夷
を
征
し
て

こ
の
日
高
見
國
に
至
る
。
同
書
に
、
そ
の
地
の
蝦
夷
の
風
俗
を
記
し
て
、

　
東
　
の
中
、
蝦
夷
こ
れ
尤
も
強
し
。
男
女
交
居
し
て
父
子
別
な
し
。
冬

は

則

ち

穴

に

宿

ね

、
夏

は

則

ち

巣

に

　
住

む

。
毛
を
衣
と
し
血
を
飮
み
、
昆
弟
相
疑
ひ
、
山
に
登
る
事
飛
禽
の
如
く
、
草
を
行
く
事
走
獸
の
如
し
。

　
恩
を
承
け
て
は
則
ち
忘
れ
、
怨
を
見
て
は
必
ず
報
ゆ
。
こ
れ
を
以
て
箭
を
頭
※
に
藏
め
、
刀
を
衣
中
に
佩
け

　
り
。
」

と
あ
り
。
此
等
の
蝦
夷
の
風
俗
を
記
す
る
も
の
、
必
し
も
、
日
本
武
尊
當
時
の
現
状
な
り
と
は
信
じ
難
き
點
あ

れ
ど
も
、
少
く
も
、
書
記
編
纂
當
時
の
邦
人
の
間
に
は
、
し
か
く
信
ぜ
ら
れ
た
り
し
も
の
に
相
違
な
し
。
而
し

て
、
書
紀
編
纂
當
時
の
邦
人
は
、
蝦
夷
に
關
し
て
多
く
の
知
識
を
有
し
た
り
し
も
の
な
れ
ば
、
從
つ
て
、
其
記

事
は
、
博
徳
の
記
事
と
同
樣
、
信
用
す
べ
き
の
價
値
あ
る
も
の
な
り
。
こ
れ
を
北
蝦
夷
圖
説
の

　
此
島
の
夷
は
、
冬
月
に
至
て
穴
居
す
る
も
の
あ
り
。
然
り
と
雖
、
其
地
の
寒
暖
に
依
て
是
を
な
す
こ
と
に
し
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て
、
夷
夷
す
べ
て
之
を
な
す
に
あ
ら
ず
。
其
穴
居
す
る
も
の
も
、
實
に
寒
威
堪
が
た
く
巳
む
事
を
得
ず
し
て

　
之
を
な
す
な
り
。
十
月
の
頃
、
已
に
積
雪
の
時
に
至
り
て
是
を
造
り
、
其
内
に
入
り
、
春
二
三
月
の
頃
、
積

　
雪
未
だ
解
ざ
る
前
に
、
穴
を
出
で
ゝ
平
生
の
家
に
居
す
。

と
あ
る
に
比
較
す
る
に
、
其
住
居
に
關
す
る
記
事
、
實
に
符
節
を
合
す
が
如
き
を
覺
ゆ
る
な
り
。

余
輩
は
、
尚
、
「
常
陸
風
土
記
」
の
記
事
よ
り
し
て
、
古
代
の
常
陸
地
方
に
住
せ
し
蝦
夷
も
亦
穴
居
せ
し
も
の

な
り
し
事
を
知
る
を
得
べ
し
と
信
ず
。

「
常
陸
風
土
記
」
に
曰
く

　
昔
、
國
巣
俗
語
に
、
都
知
久
母
、
又
夜
都
賀
波
岐
と
云
ふ
山
の
佐
伯
、
野
の
佐
伯
あ
り
、
普

く

土

窟

を

置

き

　
掘

り

て

、
常

に

穴

に

居

る

。
人
あ
り
來
れ
ば
即
ち
窟
に
入
り
て
竄
る
。
其
人
去
れ
ば
更
に
郊
に
出
で
ゝ
遊
ぶ
。

　
云
云
。

と
。
こ
ゝ
に
余
輩
を
し
て
、
先
づ
、
佐
伯
な
る
種
族
の
名
稱
に
就
き
て
考
察
せ
し
め
よ
。
從
來
普
通
に
學
者
の

解
す
る
所
を
見
る
に
、
往
々
、
佐
伯
を
以
て
國
巣
と
同
一
視
す
る
に
似
た
り
。
小
林
君
が
其
土
蜘
蛛
論
に
於
て
、

國
巣
即
ち
土
蜘
蛛
な
り
と
の
證
に
之
を
引
用
す
る
が
如
き
（
史
學
雜
誌
十
七
編
十
二
號
四
七
頁
）
、
又
、
八
木

奘
三
郎
君
が
、
所
謂
彌
生
式
土
器
を
以
て
、
土
蜘
蛛
土
器
又
は
佐
伯
土
器
と
名
付
け
ん
と
云
は
る
ゝ
の
類
、
皆

之
な
り
。
然
れ
ど
も
、
つ
ら
〳
〵
本
書
を
閲
す
る
に
、
其
中
、
他
に
、
國
巣
を
云
ふ
も
の
三
箇
所
、
佐
伯
を
云

ふ
も
の
四
箇
所
あ
り
て
、
之
を
明
に
區
別
し
て
記
載
し
、
决
し
て
混
同
す
る
事
な
し
。
文
章
結
搆
の
上
よ
り
云

は
ん
に
も
、
若
し
國
巣
と
佐
伯
と
を
同
一
物
視
す
る
も
の
な
ら
ん
に
は
、
國
巣
を
俗
に
何
々
と
云
ふ
と
注
釋
す
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る
程
の
著
者
は
、
其
注
釋
の
序
に
、
「
或
は
佐
伯
と
い
ふ
」
と
云
ふ
が
如
き
意
味
の
注
意
あ
る
べ
き
筈
な
ら
ず

や
。
然
る
に
、
本
書
に
は
國
巣
と
佐
伯
と
對
等
の
筆
法
を
用
ひ
て
記
す
。
著
者
の
意
知
る
べ
き
な
り
。
今
飜
つ

て
考
ふ
る
に
、
佐
伯
の
蝦
夷
た
る
事
は
、
日
本
紀
姓
氏
録
等
の
記
事
に
よ
り
て
明
な
る
事
已
に
議
論
の
外
な
り
。

即
ち
、
山
の
佐
伯
、
野
の
佐
伯
と
は
、
續
日
本
紀
に
見
ゆ
る
山
夷
、
田
夷
の
事
な
り
。
さ
れ
ば
、
普
通
の
風
土

記
作
者
な
ら
ば
、
之
を
單
に
蝦
夷
と
か
、
若
く
は
山
夷
田
夷
と
か
書
く
べ
き
所
な
れ
ど
も
、
常
陸
風
土
記
の
作

者
は
、
頗
る
ハ
イ
カ
ラ
的
文
學
者
に
し
て
、
文
章
の
如
き
も
、
往
々
、
賦
に
紛
ら
は
し
き
四
字
句
を
連
用
し
、

土
蜘
蛛
の
俗
稱
を
避
け
て
殊
更
に
國
巣
な
る
普
通
な
ら
ざ
る
名
稱
注
釋
を
加
へ
ざ
れ
ば
解
し
難
き
ほ
ど
の
を
も

使
用
す
る
程
の
人
な
り
し
か
ば
、
ま
た
、
蝦
夷
の
俗
稱
を
避
け
て
、
殊
更
に
佐
伯
の
名
稱
を
用
ひ
し
も
の
な
る

べ
し
。
國
巣
に
注
釋
を
施
し
な
が
ら
、
佐
伯
に
何
等
の
注
釋
な
き
は
、
佐
伯
は
、
國
巣
と
は
異
に
し
て
、
一
の

有
名
な
る
部
族
の
名
と
し
て
世
人
の
知
悉
す
る
所
な
り
し
が
故
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
本
書
の
記
事
は
、

　
古
老
曰
、
昔
在
土

蜘

蛛

、
山

夷

、
田

夷

、
普
通
掘
土
窟
、
常
居
之

と
飜
譯
す
べ
き
も
の
な
り
。
常
陸
は
北
の
方
陸
奧
と
境
を
接
し
、
當
時
、
蝦
夷
の
住
所
を
去
る
遠
か
ら
ず
。
さ

れ
ば
、
風

土

記

著

者

が

蝦

夷

に

關

し

て

多

く

の

知

識

を

有

せ

し

や

必

せ

り

、
而

し

て

、
蝦

夷

が

穴

居

せ

し

趣

を

記

す

。
其

記

事

十

分

の

信

を

置

く

に

足

ら

ん

。
其
、
茨
を
以
て
穴
を
塞
ぐ
云
云
の
如
き
は
、
茨
城
の
地
名
を
解

せ
ん
が
爲
の
説
話
と
し
て
、
重
き
を
置
く
に
足
ら
ず
、
「
人
來
れ
ば
即
ち
窟
に
入
り
て
か
く
れ
、
其
人
去
れ
ば
、

ま
た
、
郊
に
出
で
ゝ
遊
ぶ
」
と
い
ふ
が
如
き
は
、
小
林
君
の
指
摘
せ
ら
れ
し
如
く
、
如
何
に
も
瞹
眛
な
る
書
き

方
な
れ
ど
も
、
こ
は
、
人
來
れ
ば
隱
れ
、
人
去
れ
ば
出
で
ゝ
惡
事
を
な
す
と
い
ふ
鼠
賊
の
有
樣
を
形
容
せ
し
語
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に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
又
、
小
林
君
は
、
「
元
來
穴
居
な
る
も
の
は
、
之
に
潜
み
て
敵
の
攻
撃
を
避
け
、
或
は
之

に
據
り
て
防
禦
し
得
る
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ず
と
し
て
、
常
陸
風
土
記
の
、
「
穴
を
掘
り
て
堡
を
作
る
」
の
記

事
を
疑
は
れ
た
れ
ど
も
、
穴
を
掘
り
て
堡
を
作
り
、
之
に
據
り
て
敵
を
防
ぐ
事
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
の
比
較
的

近
時
ま
で
成
せ
し
所
、
所
謂
チ
ヤ
シ
な
る
遺
蹟
は
、
現
に
北
海
道
各
地
に
存
す
る
な
り
。
さ
れ
ば
、
穴
居
に
關

す
る
常
陸
風
土
記
の
記
事
、
必
し
も
疑
ふ
を
要
せ
ざ
る
な
り
。

以
上
の
見
解
よ
り
し
て
、
余
輩
は
、
常
陸
地
方
に
於
て
も
、
蝦
夷
は
甞
て
穴
居
せ
し
時
代
の
あ
り
し
事
を
信
じ
、

從
つ
て
、
奧
羽
地
方
に
於
て
も
、
蝦
夷
は
甞
て
穴
居
せ
し
事
を
信
ぜ
ん
と
す
。
更
に
余
輩
を
し
て
之
を
信
ぜ
し

む
べ
き
一
事
實
あ
り
。
文
化
十
四
年
に
羽
後
米
代
川
の
ほ
と
り
よ
り
現
れ
し
と
い
ふ
堅
穴
家
屋
の
搆
造
を
見
る

に
、
其
穴
の
深
さ
、
家
の
高
さ
、
其
他
、
作
り
方
等
、
頗
る
、
北
蝦
夷
圖
説
及
び
休
明
光
記
等
に
見
ゆ
る
唐
太

ア
イ
ヌ
の
穴
居
家
屋
に
似
た
り
。
其
、
釘
、
其
他
の
金
具
を
少
し
も
用
ひ
ず
、
又
、
周
圍
、
戸
、
屋
根
等
に
鋸

挽
の
術
に
よ
ら
ざ
る
割
板
を
用
ひ
た
る
が
如
き
は
、
思
ふ
に
、
未
だ
鍛
冶
の
術
を
知
ら
ざ
る
種
族
の
住
宅
な
り

し
も
の
な
ら
ん
。
而
し
て
、
其
屋
中
よ
り
發
見
せ
ら
れ
し
も
の
ゝ
中
に
、
干
支
を
記
し
、
尺
度
を
盛
り
た
る
一

尺
餘
の
木
材
あ
り
。
其
尺
度
は
、
ほ
ぼ
唐
尺
に
一
致
す
。
蓋
、
一
種
の
計
日
器
の
類
に
し
て
、
思
ふ
に
、
此
家

屋
の
居
住
者
が
、
邦
人
よ
り
得
し
も
の
な
ら
ん
。
其

年

代

は

明

な

ら

ざ

れ

ど

も

、
唐

尺

を

使

用

す

る

時

代

に

於

て

此

地

方

に

住

し

て

、
邦

人

と

交

通

せ

し

も

の

は

、
蝦

夷

の

外

あ

る

べ

ら

か

ら

ず

。
さ

れ

ば

、
余

は

、
こ

の

堅

穴

式

家

屋

を

以

て

、
蝦

夷

の

遺

物

な

ら

ん

と

思

ふ

な

り

人
或
は
蝦
夷
の
住
宅
と
し
て
は
、
其
稍
精
巧
に
過
ぐ
る

を
疑
ふ
も
の
あ
り
。
然
れ
ど
も
、
唐
尺
使
用
の
時
代
の
日
本
人
に
し
て
、
鋸
挽
の
術
を
知
ら
ず
、
金
物
を
少
し
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も
使
用
せ
ず
し
て
、
こ
れ
程
の
家
を
建
つ
る
者
あ
り
と
は
思
は
れ
ず
。
さ
れ
ど
、
若
し
此
見
解
に
し
て
誤
な
ら

ん
に
は
、
此
家
屋
は
必
ず
邦
人
の
も
の
な
り
と
解
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
、
若
し
邦
人
の
間
に
此
風
あ
り

た
り
と
せ
ん
に
は
、
そ
は
、
必
ず
、
寒
氣
を
防
が
ん
が
爲
に
、
其
地
方
の
蝦
夷
の
住
宅
を
眞
似
た
る
も
の
な
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
。
さ

れ

ば

、
何

れ

の

點

よ

り

考

ふ

る

も

、
邦

人

が

唐

尺

を

使

用

す

る

時

代

に

於

て

、
此

地

方

に

於

け

る

蝦

夷

が

穴

居

の

風

を

存

せ

し

事

は

明

な

り

と

す

。
論
者
或
は
云
は
ん
。
米
代
川
に
於
て
發
見
せ
ら
れ
た

る
穴
居
式
家
屋
は
邦
人
の
に
も
あ
ら
ず
、
蝦
夷
の
に
も
あ
ら
ず
、
余
く
別
種
族
の
も
の
な
る
や
も
計
り
難
か
ら

ん
と
。
然
れ
ど
も
、
余
は
、
記
録
上
、
邦
人
が
唐
尺
を
使
用
す
る
時
代
に
於
て
、
邦
人
と
交
通
す
る
蝦
夷
以
外

の
人
民
を
此
等
の
地
方
に
發
見
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。
こ
は
、
國
史
の
示
す
の
み
な
ら
ず
、
平
安
朝
の
學
者
の

令
の
解
釋
、
亦
、
之
を
示
せ
る
も
の
あ
り
。
賦
役
令
に
夷
人
雜
類
の
調
役
に
關
す
る
規
定
あ
り
。
義
解
に
解
し

て
曰
く
、
「
夷
と
は
夷
狄
な
り
、
雜
類
は
亦
夷
の
種
類
な
り
」
と
。
集
解
の
釋
に
云
ふ
、
「
夷
と
は
東
夷
な
り
、

東
夷
を
擧
げ
て
示
す
、
餘
は
推
し
て
知
る
べ
し
。
雜
類
と
は
夷
人
の
雜
類
を
謂
ふ
の
み
」
と
。
又
、
其
引
用
の

古
記
に
云
ふ
。
「
夷
人
雜
類
と
は
、
毛
人
、
肥
人
、
阿
麻
美
人
等
の
類
を
云
ふ
な
り
。
」
と
。
而
し
て
、
更
に
、

夷
人
雜
類
と
は
一
か
二
か
の
問
を
設
け
て
、
「
本
一
に
し
て
末
二
な
り
、
た
と
へ
ば
、
隼
人
、
毛
人
の
本
土
、

之
を
夷
人
と
謂
ふ
な
り
。
此
等
の
華
夏
に
雜
居
す
る
、
之
を
雜
類
と
云
ふ
な
り
。
一
に
云
ふ
、
一
種
に
し
て
別

な
し
。
」
と
。
此
等
の
解
釋
云
ふ
所
一
樣
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
要
す
る
に
、
奧
羽
地
方
に
於
て
、
邦
人
と
交
通
せ

し
他
種
族
あ
る
を
認
め
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
、
雜
類
と
は
、
松
前
氏
統
治
時
代
に
於
け
る
北
海
道
の
シ
ヤ
モ
種



の
類
に
し
て
、
邦
人
と
雜
居
せ
し
も
の
を
云
ひ
し
な
る
べ
く
、
從
つ
て
、
右
の
堅
穴
式
家
屋
は
、
到
底
蝦
夷
又
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は
邦
人
と
別
種
の
も
の
ゝ
遺
物
な
り
と
は
、
認
め
難
き
な
り
。

さ
れ
ば
、
余
輩
は
、
他
に
有
力
な
る
反
證
な
き
限
り
は
、
本
島
ア
イ
ヌ
も
、
も
と
は
穴
居
の
状
態
に
あ
り
し
も

の
に
し
て
、
甞
て
は
石
器
を
も
使
用
し
、
所
謂
津
輕
蝦
夷
即
ち
日
の
本
蝦
夷
な
る
千
島
ア
イ
ヌ
の
状
態
に
あ
り

し
も
の
な
り
し
事
を
信
ぜ
ん
と
す
。
彼
等
が
進
歩
し
た
る
民
族
と
觸
接
す
る
に
及
ん
で
、
麁
蝦
夷
即
ち
唐
子
蝦

夷
と
な
り
、
更
に
熟
蝦
夷
即
ち
渡
り
黨
の
状
態
と
な
れ
り
と
せ
ば
、
千
島
ア
イ
ヌ
と
本
島
ア
イ
ヌ
、
即
ち
、
蝦

夷
と
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
と
は
、
博
徳
が
都
加
留
蝦
夷
と
麁
蝦
夷
と
を
同
一
蝦
夷
中
の
別
種
と
し
て
認
め
た
る
と
同

じ
く
、
た
だ
、
進
歩
の
程
度
に
於
け
る
區
別
に
過
ぎ
ざ
る
べ
き
な
り
。

余
輩
が
記
録
上
よ
り
研
究
し
て
得
た
る
所
は
右
の
如
し
。
若
し
夫
れ
、
常
陸
風
土
記
の
大
櫛
岡
貝
塚
に
關
す
る

巨
人
の
傳
説
の
記
事
、
續
日
本
後
紀
、
三
代
實
録
に
見
え
た
る
出
羽
の
石
鏃
を
雨
ら
し
た
る
記
事
等
を
以
て
、

此
等
の
遺
物
遺
蹟
を
殘
し
た
る
も
の
は
蝦
夷
に
あ
ら
ず
と
な
す
説
の
如
き
は
、
其
當
時
其
地
方
に
於
け
る
蝦
夷

に
此
風
習
な
か
り
し
と
の
事
を
證
す
る
に
止
ま
り
て
、
其
以
上
の
効
力
な
き
事
は
、
已
に
、
濱
田
耕
作
氏
の
辯

明
せ
ら
れ
た
る
所
人
類
學
會
雜
誌
二
百
號
七
〇
頁
に
し
て
、
余
輩
は
、
其
以
上
に
、
説
を
加
ふ
る
の
要
を
見
ず
。

以
上
は
、
余
輩
が
、
主
と
し
て
記
録
上
よ
り
し
て
下
し
た
る
見
解
な
り
。
考
古
學
上
の
研
究
の
結
果
、
全
國
の

石
器
時
代
の
遺
蹟
が
果
し
て
盡
く
同
一
の
種
族
に
よ
り
て
遺
れ
た
る
も
の
な
り
や
。
或
は
他
種
族
の
遺
蹟
の
混

在
せ
る
を
認
容
す
べ
き
餘
地
あ
り
や
、
或
は
某
の
地
方
に
限
り
て
、
其
遺
蹟
に
區
別
を
な
す
を
得
べ
き
希
望
あ

り
や
等
の
事
實
を
知
る
は
、
先
住
種
族
渡
來
の
方
向
と
、
其
分
布
の
状
况
と
を
知
る
に
於
て
、
最
も
重
要
な
る

事
な
れ
ど
も
、
其
研
究
は
自
ら
別
問
題
に
屬
す
。
今
は
、
單
に
、
蝦
夷
と
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
と
の
異
同
を
辨
ず
る
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に
止
め
て
筆
を
擱
か
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
四
十
年
二
月
廿
五
日
稿
）
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史
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史
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史
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仮
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か
え
ま
し
た
。

※
底
本
で
は
「
堅
穴
」
を
「
竪
穴
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

入
力
：
し
だ
ひ
ろ
し

校
正
：
フ
ク
ポ
ー

2018

年6

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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蝦夷とコロボツクルとの異同を論ず之に潜みて
喜田貞吉
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